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倉IJ干リ Eこ筈子ーせ完了
乙の春、有志の者が集まって設立した《ギリシア語・文学研究会》は、七月にその
第一回の研究発表会を催し、今ここに機関誌『プロビレア』の創刊号を発行す-'5運び
になりました。御同慶の~りであります。
今のところ会員数二十数名のまことにささやかな会ではありますが、関東、関西存
住の方々の参加をもえましたことは心強いかぎりでありまして、少数とはいえ、ギリ
シア語・ギリシア文学を愛する同好の人たちの集いとして、本会の実りあ-'5将来を期
待したいものであります。
今から二十年余り以前に、私はアテネ大学の言語学研究室で、主任教授のクルム}
リス教授にお会いして、ギリシアの《言語問題》についての意見を伺ったことがあり
ます。そのときクルムーリス教授は「ギリシア語は一つであ-'5Jことをしきりに力説
されました。純正語、民衆語の可否、優劣についての私の質問に対す-'5答えであった
と思いますが、三千年の歴史をもっギリシア語は、時代やジ+ンルやスタイルを越え
てその全体が《一つの言語》であ-'5ことを強調されたのだと思います。
また『中世および近代ギリシア諾J (ロンドン、 1969年発行〉の著者ロパート・プ
ラウニング氏は、その著書の緒言の中で次のように述べておられます。
r. • • .・とくに強調しておかねばならないのは、ギリシア語は一つの言語であ
って、別個の幾つかの言語の連続ではないということであ-'5.人がギリシア語を学ぼ
うと思うとき、ホメーロスから始めようと、あるいはプラトーン、新約聖脊、ディゲ
ニース・アクリータス物語、さらにはカザンヅァーキスから始めようと、一向に構わ
ないのである.一旦、或る言語段階にしっかり根をおろして学ぶならば、その前のあ
るいは後の段階にとりくむためにさほど大きい努力を必要としないからであ-'5.教事を
あ-'5ギリシア人は、その時代までのギリシア語全休をつねに心に際め、それを利用し、
それにそれとなく言及し、意識的にそれに修正を加えてきた.この知的継続性こそが、
ギリシ・警の研究を報いあ-'5ものとすると同時に、悶難にもしているのであ-'5Jと.
ギリシア語は三千年にも余-'5長い歴史をもっ言語であり、それは同じく長い歴史を
もっすばらしい文学を生んできました。われわれが興味をもつのはこの壮大な言語と
文学の殿堂であり、われわれはその華麗な殿堂の門にたたずみ、その扉を叩こうとし
ているのであります。われわれは力を尽くしてこの殿堂の片餓になりとふれ、その内
障に分け入りたいと願うのであります.
本誌が、ギリシア語・ギリシア文学についてのわれわれの研究の成果のみならず、
翻訳、紀行文その他、ギリシアの言語と文学を生みだした人びとの生活や風物などの
観察約告などをもとり入れ、おEいのtlHi差琢磨と交涜規陸の~とな~ことを念願して
やみません。
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